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えられてきている。 したがって，変巽株酵母の ATPaseが朕から容易に遊離してくるのは CF，
が欠損しているものと考えられていた。 しかし今回の研究の結果変異株酵母ミトコンドリアに
も，その野生株酵母と同じように CF，の存在が示された。 即ち，上記の如く両株のミトコンド
リア ATPaseは映結合の状態でオリゴマイシ Y感受性であり，また CF，の1つの成分であると
考えられている AFPase-inhibitor様の物質が両株のミト コンドリアから分離された。従って，





の共存下で ATPaseの水解活性を潜性化させる。 乙の ATPaseの潜性型 ATPaseへの転換は
同時に ATPase分子の構造変化を伴っていると考えられ， 潜性型 ATPaseはトリ プシン10:対
して抵抗性が増大する。乙れまでに ATPase系10:Mg++や ADPが何等かの関与をしていると
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ンドリアより抽出精製されて F1 と呼ばれているもので， 強い ATPase作用をもつことがわか






A TPase inhibitor様の物質が存在し，乙れと ADPとを存在せしめて低温に数時間以上放置す
ると顕性のものが潜性になることがわかった。上は酸化の機構の解明にかなりの貢献をなす研究
であり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めた。
